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Ａ．研究目的 

ニホンジカとイノシシの生息数が過去 30 年間に

それぞれ 9 倍、3.5 倍と急速に増加し、被害額と

して数字に表れる以上に農山漁村に深刻な影響を

及ぼしている。わが国では捕獲鳥獣の利活用の推

進を図るため、鳥獣被害防止特措法の改正(H28

年)、食品衛生法の一部改正(H30年)を行ったほか、

R2 年には「野生鳥獣肉の衛生管理に関する指針」

を一部改正し、一般衛生管理措置に加え、1) 解体

処理施設等での HACCP の考え方を取り入れた衛生

管理、2）取扱者の体調管理と野生鳥獣由来感染症

対策、3）屋外で内臓摘出する場合の衛生管理措置、

4）野生鳥獣肉の消費時における衛生的取扱等を明

示し、これ迄以上に、捕獲・処理・加工・調理・消

費の各段階で科学的根拠に基づいた狩猟/捕獲者・

処理者・調理従事者・消費者の安全性確保（人獣

共通感染症/食中毒のリスク）と衛生管理に関する

知見の一層の蓄積が求められている。捕獲頭数増

加に伴い H29 年から H30 年には全国の野生鳥獣肉

処理施設が 630 から 682 施設に増える中、実態に

即した適切な衛生管理の普及と処理技術を有する

狩猟者及び関連施設事業者の養成と平準化は喫緊

の課題である。本研究では、１）野生鳥獣が保有

する食中毒の病因物質並びに血液等を介する病原

体の汚染状況と異常個体・臓器の病理学的検索に

関する研究、２）HACCPの考え方を取り入れた衛生

研究要旨： 

1）E型肝炎ウイルス、SFTS ウイルス、SARS-CoV-2ウイルスのイノシシとシカにおける感染状況を調

査し、食肉からの感染、捕獲時・解体時における感染リスクが明らかになりつつある。2）シカ糞便

18 検体（12.9％）、イノシシ糞便 1検体（2.3％）、食肉 21検体（28.0%）から黄色ブドウ球菌が分離

された。処理工程における流通食肉への糞便汚染が疑われた。全 257 検体において CRE は分離され

なかった。セフォタキシムに耐性を示す株が、シカ糞便 5 検体（3.6%）から分離されたが、現時点

では、野生獣が保有する株を原因とする薬剤耐性菌感染症の発生リスクは低いと予測される。3）ア

ナプラズマ科細菌がヤクシカから高率に検出されたが、マダニからは検出されなかった。マダニか

らはマダニ共生菌と考えられるリケッチア科およびコクシエラ科細菌が検出された。アナグマから

は、マダニ共生菌が血液からのみ検出され、脾臓からは検出されず、病原性のないリケッチアが一

時的に血液中に存在する可能性が示された。ニホンザルからは特定できる細菌は検出されなかった。

4）わが国で発生した旋毛虫食中毒の原因 Trichinella T9 の幼虫に対し、65℃で 15分間の加熱を施

し、マウスに経口摂食させたところ、感染性は消失した。北海道で捕獲された 236 頭のヒグマのう

ち 6 頭から、また北東北で捕獲された 117 頭のツキノワグマのうち 1 頭（岩手県）から、旋毛虫の

幼虫が検出され、検出虫体は総て日本固有種の Trichinella T9と同定された。秋田県で捕獲された

イノシシ 10 頭についても、舌を対象に同様の検査を実施したが、旋毛虫は総て陰性であった。5）

カラーアトラスの素材としてイノシシ、シカの臓器・組織のみならず、食肉衛生検査で摘発される

豚、牛の共通疾患・病変をも採用してビジュアル的に理解しやすいようにした。今までに収集した

検体数はイノシシおよびシカ延べ 105 件、2022年単年度で牛、豚および羊約 300 病変を収集・検査

してカラーアトラス素材とした。これらの素材を用いて、カラーアトラス詳細版のサンプルを作成

するとともに、簡易版カラーアトラスを作成した。なお、以上の活動過程で見出した特徴的病変の

病理発生の解明の作業を継続した。6）「剥皮」と「内臓摘出」の作業順別では鹿において、「屋外」

で処理されたものは、高度に一般細菌が検出される傾向があること、鹿、猪ともに、剥皮時に「のせ

台」を用いた場合には、懸吊する場合に比べ、一般細菌が多く検出されること、「ウィンチ」と「手

剥ぎ」では同程度の細菌汚染があること、が示された。野生鳥獣肉処理施設で処理された鹿、猪各 1

頭について、各処理工程における作業者、器具、と体等から拭き取りを行い、細菌叢解析を実施した

結果、剥皮後、内臓摘出後、解体後などの作業者の手指やナイフから高度な細菌汚染が認められた。

また、表皮洗浄による細菌減少効果は限定的であること、などが明らかとなった。熟成肉では、一般

細菌数が増加するものの、大腸菌群・大腸菌は低下する傾向があること、わが国でインターネット

にて市販されている野生鹿肉のうち一部の施設で販売されていたものにおいて極めて高度に細菌汚

染をしているものがあること、が確認された。7）1施設由来のアナグマ食肉製品からサルモネラが

検出されたほか、高い腸内細菌科菌群数が検出されたアナグマ食肉製品では phylogroup B2に属す

る非定型腸管病原性大腸菌（aEPEC）の汚染を受けている実態を把握した。また、ジビエ生ハム製造

に関する調査を開始し、塩蔵工程では温度及び塩分濃度の管理等が微生物制御に重要であることを

示す知見を得た。このほか、カモ盲腸便からカンピロバクター及び aEPEC が検出され、同食肉製品

における当該病原細菌探索を開始した。 
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管理の確立に向け、処理施設での工程毎に健康被

害に繋がる恐れのある原因調査と汚染防止・低減

に関する研究、３）食品製造や調理段階での食品

リスク軽減に関する研究を実施する。本研究班は

細菌・ウイルス・寄生虫感染症と病理学、公衆衛

生学、食中毒の専門家から構成され、全国の関係

自治体・団体を含めた研究協力者の支援を得て、

３年間で、1)イノシシとシカにおける病原体汚染

状況、並びに抗体保有状況調査、２）狩猟・捕獲・

解体の際に発生する様々な食中毒・人獣共通感染

症（主に寄生虫）並びに異常個体の探知に資する

カラーアトラスの作成、３) 解体処理施設の衛生

実態調査並びに衛生管理手法の平準化に必要な事

項の整理と改善策の検証、４) 食品製造加工・調

理段階での衛生管理実態の把握並びに危害工程の

抽出と多彩な調理法に伴う微生物消長を定量的に

検証する。本研究成果は野生鳥獣由来食肉におけ

る病原体汚染の実態調査等を通じ、その危害防止

のための知見を収集し、HACCP 制度化に対応した

衛生管理手法の確立に資する情報を提供する。 

 

Ｂ．研究方法 

① 野生鳥獣が保有する病原体（ウイルス）の汚染

状況に関する研究 

1) 野外調査計画：  

本年度も継続して野生動物の E 型肝炎の調査を

実施中である。本年度は猪に関しては青森 3 頭、

富山 19頭、和歌山 205頭、香川 20棟、長崎 42頭、

シカは青森 13頭、群馬 10頭、岐阜 61頭、和歌山

178 頭、香川 10 頭、長崎 137 頭の血清を回収して

いる。 

糞便における E 型肝炎ウイルスの検出のため、

イノシシ 40頭・シカ 114頭の糞便から遺伝子検出

を行った。また、得られた遺伝子を解析し、遺伝

子ライブラリーに加えた。 

2) E型肝炎ウイルスの実験室内解析法の確立：  

ウイルスを用いた中和試験あるいは IFA による

抗体評価系を確立し、ELISA による抗体測定の特

異性を解析するために、E 型肝炎ウイルスの遺伝

子型 I、III、IVのウイルスを用いて培養細胞にお

ける感染性の検討を行っている。 

3) 狩猟者および鳥獣肉を取扱者の感染症対策：  

イノシシおよびシカの血清および糞便における

ウイルス遺伝子の検出を継続して行っている。血

清中にウイルス遺伝子が検出される場合は、血液

により全身の筋肉にウイルスが存在していること

を意味している。糞便中から遺伝子が検出される

場合は、解体時における腸内容物の汚染への注意

事項となる。 

SFTSV に関しては、シカやイノシシの抗体陽性

率を調査することにより、地域のリスクを明らか

にすることができる。一方、血液からの遺伝子解

析は、解体時の血液を関した感染および食肉を介

した感染のリスクを明らかにできる。 

 

② 野生鳥獣が保有する食中毒細菌の汚染状況と

薬剤耐性に関する研究  

野生鳥獣由来食肉による食中毒発生を防止する

ためには、食中毒細菌の野生鳥獣における汚染、

及び処理・加工段階での汚染、それぞれの過程に

おける状況の汚染状況の把握が重要である。本研

究では代表的な食中毒細菌である黄色ブドウ球菌

及び CRE を含めたβラクタム系抗菌薬耐性腸内細

菌目細菌を研究対象として、野生獣解体処理施設

及び加工肉製品における汚染状況を令和３〜５年

度の３年間に調査する。 

ブドウ球菌食中毒の原因菌である黄色ブドウ球

菌は温血動物の常在菌として知られており、野生

鳥獣由来食肉においても例外ではない。しかし、

野生鳥獣をはじめとした環境中における本菌の分

布や分子疫学的な情報は非常に限られている。ま

た近年、グラム陰性菌による感染症の治療におい

て重要なカルバペネム系抗菌薬を分解するカルバ

ペネム耐性腸内細菌科細菌（CRE）が国際的に警戒

されている。本耐性遺伝子は水平伝達され易く、

多くの variant が存在し薬剤感受性が異なる表現

型を有するものが存在する。CRE 感染症患者から

の臨床分離株の疫学的及び遺伝学的解析は数多く

報告され、その特徴が把握されつつある。しかし、

本耐性遺伝子の由来や野生鳥獣を含む環境中に存

在する腸内細菌科細菌の汚染状況に関する報告は

少ない。そこで本申請研究では、野生鳥獣の糞便

や市場流通後の野生鳥獣由来食肉から黄色ブドウ

球菌並びに CRE を含めたβラクタム系抗菌薬耐性

腸内細菌目細菌の分離を行う。また、それら分離

菌株の分子疫学・ゲノム構造解析を実施し、野生

鳥獣で流行する遺伝子型・毒素型を特定するとと

もに、新規毒素・耐性因子の同定や機能解析及び

その検出系の確立を試みる。 

令和 4 年度は、前年度から継続して１４道府県

で採取したイノシシ及びシカの糞便から黄色ブド

ウ球菌の分離と食中毒起病性の評価並びに薬剤耐

性菌の分離と耐性遺伝子探索を実施した。また、

調査対象を市場流通時の野生鳥獣由来食肉（6 カ

所の処理施設並びにネット販売品購入）へと広げ、

上記対象菌の分離を試み、分離菌株のゲノム解析

から毒素遺伝子、耐性遺伝子の保有調査を実施し

た。 

野生鳥獣を食肉利用するためには、狩猟・運搬・

処理・解体等の工程があり、野生鳥獣の血液や外

部寄生虫（特にマダニ）を介する人獣共通感染症

の病原体に暴露される可能性がある。感染防止対
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策のために病原体の存在を把握する必要がある。

そこで、Q熱を起こすコクシエラ、日本紅斑熱やつ

つが虫病を起こすリケッチア、アナプラズマ症を

起こすアナプラズマの保有状況を調査する。これ

らの細菌はマダニが保有する場合もあるため、捕

獲した野生動物個体に寄生していたマダニおよび

捕獲地域の植生から採集したマダニも調査する。 

コクシエラは宿主域が広く、海外では野生動物

からの検出も報告されている。国内の野生動物に

おける保有調査は古く、新しい情報が必要である。

リケッチアは、日本紅斑熱患者の報告数の増加が

シカやイノシシの生息域・個体数増加に関連する

という地域が報告されており、注意が必要である。

アナプラズマは、国内に様々な種が存在すること

は確認されているが、人や動物への病原性など明

らかではないことが多い。 

令和 4 年度は、前年度から継続して、ジビエ利用

される動物を含む野生動物からコクシエラ科、リ

ケッチア科、アナプラズマ科細菌遺伝子検出を行

う。過去の報告では動物 1 個体から 1 サンプルを

検査することがほとんどであったが、本研究では

同一個体から複数サンプル（脾臓と血液、脾臓と

吸着マダニなど）を採集できるように調整し、調

査した。 

 

③ 野生鳥獣が保有する病原体（寄生虫）の汚染状

況に関する研究 

1) 調理の条件下で T9幼虫を加熱した場合、厚生

省の示す「食肉を安全に喫食する加熱条件（75℃、

1 分）」と同等条件とされる 65℃、15分の処理で、

感染性を失うか、マウスを用いた感染試験で検証

した。 

2) 北海道のヒグマおよび岩手県のツキノワグマ

から旋毛虫 T9の幼虫が検出されたことから、近接

する秋田県のツキノワグマおよびイノシシの検査

（旋毛虫の好寄生部位である舌を対象）した。北

海道のヒグマから検出されていた旋毛虫について、

分子同定をし、検出虫体の分子系統の解析を試み

た。 

3) 野生ニホンジカの横隔膜または骨格筋を各自

治体の猟友会の協力を得て採取した。採取場所と

検体数は以下のとおりである。北海道:167、岩手

県：2、千葉県：179、長野県：9、三重県：56、和

歌山県：3、京都府：2、兵庫県：1、長崎県：148

（合計 567検体） 

肉サンプルは捕獲後 48 時間以内の冷蔵または冷

凍で岩手大学に郵送された。各検体から 10g を量

り取り、ホモジネーションの後に核酸抽出を行っ

た。得られた核酸試料を用いて、Sarcocystis 属

18S rRNA遺伝子を対象とした定量的リアルタイム

PCR を行った。プロトコルは既報に従った

(Yamazaki et. al. 2020)。 

各検体 1gあたりの遺伝子コピー数を用いて、統計

的解析を行った。変数は採材地域、年齢、性別と

し、それぞれ Kruskal-Wallis 検定、Steel-Dwass

の多重検定、一元配置分散分析、相関係数解析、

studentの t検定を行った。 

また、食中毒事例を起こした馬肉 1g あたりの S. 

fayeri 遺伝子コピー数および、有症事例品のシカ

肉 1gあたりの Sarcocystis sp.遺伝子コピー数と

の比較解析を行った。また、九州地方で捕獲され

食用に供される野生獣肉における流行種の解明を

目的に、宮崎県内の処理施設からシカ 100 頭およ

びイノシシ 11頭、宮崎市周辺でロードキルにより

回収されたアナグマ 7匹から、横隔膜を採取した。

まず実体顕微鏡下でサルコシストを検査し、各動

物種での保有率を算出した。次に、組織学的にサ

ルコシスト横断面、特に壁構造を観察し、形態学

的に鑑別を試みた。さらに、単離したシストから

DNAを抽出し、その後、ミトコンドリア DNA シト

クロム c オキシダーゼサブユニット 1 遺伝子領域

の塩基配列を解析し、種を同定した。 

 

④ 異常個体の病理学的検索とカラーアトラスの

充実 

作業者および消費者に健康被害が生じないよう

に、狩猟・捕獲・解体の際に発生する様々な食中

毒・人獣共通感染症（主に寄生虫）並びに異常個

体を排除および適切に取り扱いするため、的確に

探知する方法としてカラーアトラスを作成する。 

令和 3−5 年度の 3 年間の研究期間で、野生鳥獣に

みられる異常個体（疾病）・病変を病理学的（肉眼

的および組織学的）に検索して、その疾病・病変

の特徴を明らかにした上で、疾病・病変それぞれ

の公衆衛生上のリスク評価を行い、これらを適切

な方法で、的確に排除するための資料（カラーア

トラス、手引書）を作成する。具体的には、高リ

スク群（全廃棄）：人獣共通感染症、と殺、解体、

加工処理の過程でも感染する可能性がある、ある

いは喫食することで感染する可能性がある。中リ

スク群（部分廃棄）：生体に生じた病変で、直接的

健康被害はないものの食用として不適切なもの 

低／無リスク群：と殺、不適切な加工処理中に生

じた人工的な変化として、疾病や病変に対して十

分な知識を有さない狩猟者、処理加工者に、理解

しやすい内容とする。なお、資料の補足として、

野生鳥獣の運搬、移動が、家畜衛生上リスクが高

いと判断されるもの（豚熱、アフリカ豚熱、口蹄

疫、豚水胞病、水胞性口炎、オーエスキー病など）

を入れる。更に、食用には適さない可食部分の廃
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棄目安（基準）の手引書の作成（カラーアトラス

作成）も検討する。 

 

⑤ 処理施設における解体処理工程での微生物汚

染防止に関する研究 

1) わが国の野生鳥獣肉処理施設で処理された枝

肉の衛生指標細菌数の測定 

わが国の野生鳥獣処理施設のうち、各施設で生

産された枝肉について、衛生状況を評価する。特

に「野外における内臓摘出」の枝肉の衛生状況へ

の影響を評価するため、野外にて内臓摘出した個

体を利用する施設に対して集中的に検体を収集す

る。対象施設は、これまでに構築した研究協力体

制を活用するとともに、全国の野生鳥獣肉の利活

用の推進を行ってきた日本ジビエ振興協会と連携

したさらに強固となった研究協力体制が確立され

ている。さらに大日本猟友会の協力を得て、2箇所

の猟友会から協力をいただき、枝肉の拭き取り検

査を実施する。 

2) 解体処理工程における細菌汚染源の探索 

野生鳥獣処理施設における解体作業に同行し、

各工程毎に、作業者、器具、と体（枝肉）などか

ら拭き取りを実施し、細菌叢解析を行うことによ

り、一連の処理工程の環境中に潜在する微生物汚

染の原因、由来に関するデータを収集する。 

3) 熟成肉の衛生評価 

熟成を行って出荷する野生鳥獣処理施設から協

力を得て、熟成前後の肉を採材し、衛生指標細菌

数の計測、食中毒起因細菌の検索、細菌叢解析を

実施し、わが国で生産された野生鳥獣由来熟成肉

の衛生状況を評価する。加えて、インターネット

上で市販されている野生鳥獣肉、および、熟成肉

として市販されているものを購入し、上記と同様

の検討を行い、衛生状況を評価する。 

 

⑥ 食品製造や調理段階における食品リスクの軽

減に関する研究 

昨年度アナグマ食肉より検出された非定型腸管

病原性大腸菌（aEPEC）の特性探知のためにゲノム

解析等に供したほか、新たな施設由来アナグマ食

肉製品からの食中毒菌探索を行った。また、ジビ

エ生ハム製造関連事業者との意見交換を行い、製

造工程での衛生管理に係る調査を開始した。この

ほか、カモ盲腸便からの主要食中毒菌保菌状況を

調査した。 

 

（倫理面への配慮） 

特になし 

 

Ｃ．研究結果 

① 野生鳥獣が保有する病原体（ウイルス）の汚染

状況に関する研究 

1）野外調査計画：  

本年度も継続して野生動物の E 型肝炎の調査を

実施中である。新規採材地としては長崎県などの

サンプルを得ることができた。順調に解析中であ

る。 

本年度はイノシシ 116 頭・シカ 288 頭の糞便か

ら遺伝子検出を実施した結果、イノシシ 6 頭

（5.2％）からウイルス遺伝子が検出された。シカ

からは検出されなかった。遺伝子解析の結果、山

口県以外で初めて遺伝子型 IV のウイルスが検出

された。野生における各地の E 型肝炎ウイルスの

遺伝子系統が明らかになりつつある。 

2）E型肝炎ウイルスの実験室内解析法の確立：  

ウイルスの増殖が悪く試行錯誤を繰り返してい

るが、温度が重要との指摘を受け検討を行ってい

る。本課題期間中に、ウイルスを用いた中和試験

あるいは IFA による抗体評価系を確立して、ELISA

による抗体測定の特異性を解析することを目標に

している。 

3）SFTSに対する抗体保有および遺伝子検出状況 

今年度を含めたこれまでの集計結果では、日本

のシカ 4399 頭中 1073頭が抗 SFTSV 抗体陽性とな

り陽性率は 24.4％であった。イノシシにおいて

は 3062 頭中 1117 頭が抗 SFTSV抗体陽性となり陽

性率は 36.5％であった。遺伝子陽性率はシカ

1294 頭中 1頭（0.1%）、イノシシ 1350 頭中 3頭

（0.2%）となった。 

2022 年度に新たに解析に用いたイノシシの抗体

検査結果は青森 8頭中 0頭(0%)、富山 19頭中 3頭

(13%)、和歌山 220頭中 159頭(72%)、香川 20頭中

9 頭(45%)、長崎 47 頭中 2 頭(4%)、シカでは青森

13頭中 0頭(0%)、群馬 10頭中 0頭(0%)、岐阜 6１

頭中 0 頭(0%)、和歌山 218 頭中 88 頭(40%)、香川

10 頭中 0 頭(0%)、長崎 156 頭中 7 頭(4%)であっ

た。遺伝子検査ではいずれの検体においてもウイ

ルス遺伝子は検出されなかった。 

4）SARS-CoV-2に対する抗体保有状況 

2020年採取ニホンジカ青森県 12頭、群馬県 20

頭、岐阜県 61頭、和歌山県 102頭、山口県 91

頭、香川県 10頭計 296頭、ハクビシン埼玉件 16

頭、和歌山県 48頭計 64頭、タヌキ神奈川県 7

頭、和歌山県 23頭、山口県 6頭計 36頭、2021

年採取ニホンジカ青森県 18頭、群馬県 20頭、岐

阜県 51頭、和歌山県 240 頭、山口県 53頭、香川

県 10頭計 392 頭、イノシシ青森県 1頭、富山県

15頭、和歌山県 253頭、香川県 20 頭、山口県 44

頭計 333頭の血清に対して、56℃30分の非働化

処理後 2021 年採取検体では WK-521 株、2021年

採取検体には WK-521 株、2021 年流行したデルタ

株 TY26-419 株を用いて中和試験を行った。 



6 

 

結果は 2020年度採取検体ではすべてが抗体価5倍

未満で陰性であった。2021 年採取検体では和歌山

県のシカで一検体抗体価 5 倍以下のものがあり 4

倍で再度中和試験を行い抗体価 4 倍となった。陽

性率は 2021年シカ採取検体 392頭中 1頭で 0.26％

と非常に低い陽性率であった。 

 

② 野生鳥獣が保有する食中毒細菌の汚染状況と

薬剤耐性に関する研究 

1) 13 道府県から採取したシカ糞便 139検体中 18

検体から黄色ブドウ球菌が分離され、陽性率は

12.9%であった。4 県から採取したイノシシ糞便 43

検体中 1 検体から黄色ブドウ球菌が分離され、陽

性率は 2.3%であった。上記と同一の糞便検体を用

いて β ラクタム系抗生物質耐性腸内細菌科細菌

の分離を行った。昨年度同様全 257 検体において

CRE は検出されなかった。一方で、セフォタキシム

に耐性を示し基質特異性拡張型 β-ラクタマーゼ

（Extended spectrum beta-lactamase: ESBL）産

生菌だと疑われる株が、シカ糞便 139 検体中 5 検

体（3.6%）から分離されたが、イノシシ糞便にお

いては、全 43 検体で分離されなかった（0%）。ま

た、解体後・加工後市場流通シカ肉においても全

75 検体で分離されなかった（0%）。分離菌株 53株

（昨年度分離菌株も含む）の全ゲノム解析を行い、

各菌株の ANI value、ST型の決定、毒素遺伝子、

薬剤耐性遺伝子の探索を行った。黄色ブドウ球菌

の標準株（S. aureus NCTC8325: NC_007795）に対

する ANI value は全ての分離菌株で 95%以上であ

り、ゲノム構造においても全ての分離菌株が黄色

ブドウ球菌であることが確認された。53株中 30株

が既報の ST型に分類され、ST6238が 12株、ST4278

が 9株、ST1250が 4株、ST20、ST133、ST188、ST398

及び ST2449 が各 1 株であった。一方で残りの 23

株は既報の ST 型に分類されない未報告の ST 型で

あった。すなわち、本研究において 7 つの新規

allele（gmk-630、pta-963、tpi-888、tpi-889、tpi-

890、yqil-1059、yqil-1060）と 12 の新規 ST 型

（ ST8073-8084）を同定し、これらについて

PubMLST データベースに登録した。ST 型に基づく

最小スパニングツリー法による系統解析の結果、

53 株中 39 株が Clonal complex（CC）121 から分

岐した新たな集団に含まれることが明らかとなっ

た。すなわちこの優占クローンには ST1250、

ST6238 及び新規 12種類の STが含まれていた。一

方で、ST4278（n=9）はこの優占クローンには含ま

れず、既報の CC15に属した。なお、ST4278に属す

る 9 株は全て同一の施設（施設 E）で処理された

食肉検体由来であった。食中毒の原因毒素である

エンテロトキシン遺伝子は、上記の優占クローン

に属する ST6238（n=12）と ST8076（n=3）の全て

の株において、必ず egc関連 SE 遺伝子（sei, sem, 

sen, seo, selu）を保有したが、古典的 SE遺伝子

（sea-see）を保有する株は存在しなかった。一方

で、上記の集団には属さない ST2449（SA22D108株）

1株のみ、egc関連 SE 遺伝子に加えて古典的 SEで

ある SEC 及び SEH 遺伝子を保有していた（SE 

genotype; sec, seh, sei, sel, sem, sen, seo, 

selu）。また本菌株の培養液中の SEC産生量は 4.97

±0.68 μg/ml、SEH 産生量は 180.27±14.98 

ng/ml であった。上述の SA22D108株はβラクタム

系薬剤耐性遺伝子である blaZ 並びにアミノグリ

コシド耐性遺伝子である aph(3’)-la を保有して

いた。ST4278に属する全ての株（n=9）は、blaZ 単

独もしくは blaZと aph(3’)-la の両者を保有して

いた。その他の株では既報の薬剤耐性遺伝子を保

有しなかった。また、全 53株でメチシリン耐性に

関与する遺伝子 mecA を持つ SCCmec は存在せず、

MRSA は分離されなかった。分離された 5菌株の全

ゲノム解析を行い、各菌株の ST 型、薬剤耐性遺伝

子の探索を行った。分離菌株の内 4 株（EC22D69、

EC22D92、EC22D94、EC22D116 株）は Escherichia 
coli であり、それぞれ ST38、ST540、ST746、ST4450

であった。いずれの菌株も少なくとも 1種類のβ

ラクタマーゼ遺伝子を保有し、昨年度の分離菌株

でも多く検出された blaCTX-M-15 保有株が 2 株

（EC22D69、EC22D92）あり、EC22D92 株は blaTEM-1B

も併せて保有していた。EC22D116株は blaCTX-M-55と 
blaTEM-1Bを保有しており、EC22D94株は昨年度分離

されなかった blaCTX-M-32を保有していた。残りの 1

株（CL22D99株）は Enterobacter cloacaeであり、

blaACT-16 を保有していた。しかし、昨年度同様

genotype と薬剤耐性遺伝子の保有に明確な関連

性は見出されなかった。続けて、5 菌株について

14 種類の β ラクタム系抗生物質の薬剤感受性試

験を行った。全ての株においてペニシリン系薬剤

（ペニシリン、アンピシリン、アモキシシリン、

オキサシリン）において阻止円は観察されなかっ

た。また、CL22D99 株を除く 4株は、カルバペネム

系薬剤（イミペネム、メロメネム、ドリペネム）

に対して感受性を示した一方で、CL22D99 株はイ

ミペネムの阻止円径が耐性と感受性の中間を示し

た。また、セフェム系のセフタジジム及びモノバ

クタム系のアズトレオナムについては一部の株で

中間を示す株が存在したが、多くはこれらの薬剤

を含むセフェム系、モノバクタム系薬剤に対して

耐性を示した。6 施設から輸送したシカ肉及びイ

ンターネットで購入したシカ肉 58 検体中 19 検体

から黄色ブドウ球菌が分離され、陽性率は 32.8%

であった。一方で、全 58検体から CRE を含むβラ

クタム系抗菌薬耐性腸内細菌目細菌は分離されな

かった。一般的な汚染指標項目（生菌数・大腸菌
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群数・大腸菌）の結果と黄色ブドウ球菌の分離結

果は関連性が高く、前者が高い検体は高確率で黄

色ブドウ球菌が分離された。また、上記項目や黄

色ブドウ球菌の分離率は処理施設の違いに依存し

ていた。すなわち、汚染度が高いシカ肉を加工し

ている施設からは高確率で黄色ブドウ球菌が分離

された。ゲノム解析を行ったシカ由来 8 株の黄色

ブドウ球菌の MLST 型は、シカ及びイノシシ糞便か

らの分離菌株の主要な ST 型である ST6238（及び

その近縁型）が 3株、ST482（及びその近縁型）が

1 株、ST1639（及びその近縁型）が 2株分離されて

おり、糞便等シカ自身が保有する黄色ブドウ球菌

が加工・解体時に肉を汚染したことが疑われた。 

2) 鹿児島県で捕獲した野生動物から検体を採集

した。令和４年度はシカ（ヤクシカ）の脾臓 19検

体および血液 9 検体、アナグマの脾臓 1 検体およ

び血液 8 検体、ニホンザルの脾臓 30 検体採集し

た。また捕獲動物由来とヤクシカ生息地域の植生

由来のマダニ 125 個体を採集した。対象細菌の保

有状況は、コクシエラ科細菌はニホンザルの脾臓

１（33.3%）、マダニ 11（8.8%）であった。リケッ

チア科細菌はアナグマの血液 2(25.0%)、マダニ 9

（7.2%）であり、これはリケッチア属細菌遺伝子

のみで、オリエンチア属細菌遺伝子は含まれてい

ない。アナプラズマ科細菌はヤクシカの脾臓 17

（89.5%）と血液 7（77.8%）、アナグマの脾臓 1（100%）

と血液 4（50.0%）であった。検出したコクシエラ

科とリケッチア科細菌の遺伝子配列の解析から、

これらは全てマダニ共生菌の遺伝子と考えられた。 

検出したアナプラズマ科細菌の遺伝子配列の解析

では、様々な未同定の種が検出されていることが

明らかになった。ヤクシカの脾臓および血液から

は同一の配列が多く、これらは Anaplasma capra
であると考えられた。ヤクシカが高率にアナプラ

ズマを保有していることが明らかになったが、ヤ

クシカに吸着していたマダニとヤクシカ生息地域

の植生から採集したマダニからはアナプラズマは

検出されなかった。 

 

③ 野生鳥獣が保有する病原体（寄生虫）の汚染状

況に関する研究 

1) 調理の条件下で T9幼虫を 65℃、15分間加熱処

理したところ、マウスを用いた感染試験では感染

個体が検出されず、この加熱条件で旋毛虫 T9は感

染性を失うことが証明された。 

2) 北海道で捕獲された 236 頭のクマ（ヒグマ）の

うち 6 頭から、また北東北（青森県、秋田県及び

岩手県）で捕獲された 117 頭のクマ（ツキノワグ

マ）のうち 1 頭（岩手県）から、旋毛虫の幼虫が

検出され、検出虫体は総て日本固有種の

Trichinella T9 と同定された。検査したクマ検体

の総数は 353 頭で、このうちの 7 頭が旋毛虫 T9

の幼虫陽性であった（陽性率：2.0%）。なおこの間

に秋田県で捕獲されたイノシシ 10 頭についても、

舌を対象に同様の検査を実施したが、旋毛虫は総

て陰性であった。  

 

④ 異常個体の病理学的検索とカラーアトラスの

充実 

1) イノシシおよびシカの病変カラーアトラス作

成のため、病変 102検体（2023年１月現在）を収

集し、マクロ写真撮影、病理組織学的検査を行っ

た。検体提供者に検査結果をフィードバックして、

情報交換、および口頭で病変説明も行った。 

2) イノシシ・豚、シカ・牛共通の重要疾患に関し

ては豚および牛の病変で代用するため、食肉衛生

検査摘発材料を収集し、肉眼写真および組織写真

の充実を図った。 

3) カラーアトラスとして、簡易版（現場作業用）

と詳細版作成を計画し、簡易版の作成はほぼ終了

し、引用写真に関して引用の許諾を得るための作

業を行っている。 

4) 以上の作業で見出された疾患：イノシシの肥大

心やエゾシカの脂肪壊死症について、病因解明の

ための作業を行った。 

 

⑤ 処理施設における解体処理工程での微生物汚

染防止に関する研究 

1) わが国の野生鳥獣肉処理施設で処理された枝

肉の衛生指標細菌数の測定 

「野外における内臓摘出」を行う施設として、1）

わが国の野生鳥獣肉処理施設で処理された枝肉の

衛生評価 

鹿： 

剥皮と内臓摘出の作業工程順別：枝肉洗浄前の胸

部、肛門周囲部における各衛生指標細菌数の中央

値を比較した。その結果、一般細菌数（胸部：肛

門周囲部, 単位は log10cfu/cm2 ）において、「剥

皮」→「内臓摘出」では 0.1:1.0、「屋外内臓摘出」

→「剥皮」では 1.4: 検出限界未満（ud）、「屋内内

臓摘出」→「剥皮」は、ud:ud、「猟友会」では 1.3:1.4

であった。その他の衛生指標細菌の中央値はいず

れも ud cfu/cm2であった。 

剥皮施設別：と体を「のせ台」に乗せて剥皮する

施設と、「懸吊」して剥皮する施設に分けて、各衛

生指標細菌数の中央値を比較した。その結果、一

般細菌数（胸部：肛門周囲部, 単位は lig10 

cfu/cm2 ）において、「のせ台」は 1.0:1.5、「懸吊」

は ud:ud、「猟友会」は、1.3:1.4 であった。その

他の衛生指標細菌の中央値はいずれも ud cfu/cm2

であった。 

剥皮方法別：剥皮時に「ウィンチ」を使用する施
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設と、「手剥ぎ」により実施する施設に分け各衛生

指標細菌数の中央値を比較した。その結果、一般

細菌数（胸部：肛門周囲部, 単位は cfu/cm2 ）に

おいて、「ウィンチ」は、ud：ud、「手剥ぎ」は ud:0.6、

「猟友会」は 1.3:1.4 であった。その他の衛生指

標細菌の中央値はいずれも ud cfu/cm2 であった。 

 

猪： 

剥皮と内臓摘出の作業工程順別：枝肉洗浄前の胸

部、肛門周囲部における各衛生指標細菌数の中央

値を比較した。その結果、一般細菌数（胸部：肛

門周囲部, 単位は log10 cfu/cm2 ）において、「剥

皮」→「内臓摘出」では 1.9:2.2、「屋内内臓摘出」

→「剥皮」は、0.5:0.6、「猟友会」では 1.6:1.4で

あった。その他の衛生指標細菌の中央値はいずれ

も ud cfu/cm2であった。 

剥皮施設別：と体を「のせ台」に乗せて剥皮する

施設と、「懸吊」して剥皮する施設に分けて、各衛

生指標細菌数の中央値を比較した。その結果、一

般細菌数（胸部：肛門周囲部, 単位は log10 

cfu/cm2 ）において、「のせ台」は 1.7:2.2、「懸吊」

は ud:ud、「猟友会」は、1.6:1.4 であった。その

他の衛生指標細菌の中央値はいずれも ud cfu/cm2

であった。 

剥皮方法別：剥皮時に「ウィンチ」を使用する施

設、「手剥ぎ」により実施する施設、さらに「湯剥

ぎ」を行う施設に分け各衛生指標細菌数の中央値

を比較した。その結果、一般細菌数（胸部：肛門

周囲部, 単位は cfu/cm2 ）において、「ウィンチ」

は、1.0：2.2、「手剥ぎ」は 1.2:1.4、「猟友会」は

1.6:1.4 であった。その他の衛生指標細菌の中央

値はいずれも ud cfu/cm2であった。 

 

2）屋外で実施された解体処理工程で採取した拭

き取り検体の衛生指標細菌数 

わが国の屋外で解体処理を行う野生鳥獣肉処理

施設 X、および Y において、一連の処理工程にお

いて、作業者、器具、施設等、枝肉への細菌汚染

源となる可能性のあるものから拭き取り検体を採

取し、各拭き取り検体における衛生指標細菌数を

計測した。施設 X,Y において、それぞれ鹿 1 回、

猪 1回実施した。 

施設 X（鹿） 

と体・枝肉：と体洗浄前で一般細菌数（cfu/cm2）

が 8.4x101～1.5x102と高度に検出され、洗浄後に

は、1.9x101～1.1x102と残存した。以降、ほとんど

いずれも胸部は低値（0～3.5x100）であったが、肛

門周囲部は、比較的高度（2.3x101～4.0x101）に検

出されなかった。大腸菌群・大腸菌（cfu/cm2）に

ついて特に肛門周囲部でわずか（0～2.8x100）に検

出された。 

ブロック肉：一般細菌数（cfu/cm2）が 1.0x101～

2.0x101検出されたが、その他はいずれも検出され

なかった。 

作業者手指：一般細菌数（cfu/片手）が 0～9.6x103

と高度に検出され、特に枝肉洗浄後に多く検出さ

れた。大腸菌群・大腸菌（cfu/片手）はわずか（0

～2.5x101）に検出されたが黄色ブドウ球菌は検出

されなかった。 

ナイフ：一般細菌数（cfu/ナイフ）が 0～8.1x104

と高度に検出され、特に枝肉洗浄後に多く検出さ

れた。大腸菌群・大腸菌（cfu/ナイフ）は 0～3.9x103

検出された。特に剥皮後において高度に検出され

た。黄色ブドウ球菌は検出されなかった。 

後蹄：一般細菌数（cfu/蹄）が 2.2x104～3.4 x104

と高度に検出された。大腸菌群・大腸菌（0～5x100 

cfu/蹄）、黄色ブドウ球菌（（0～1x100cfu/蹄）はわ

ずかに検出された。 

銃創・止め刺し口：一般細菌数（cfu/cm2）が

2.1x101～3.6x103と高度に検出された。大腸菌群・

大腸菌（cfu/cm2）についてもわずか（0～8.5x100）

に検出された。黄色ブドウ球菌は検出されなかっ

た。 

糞便汚染箇所：一般細菌数（cfu/cm2）が 1.3x100

～2.4x101検出された。大腸菌群・大腸菌（cfu/cm2）

についてもわずか（0～2.2x100）に検出された。黄

色ブドウ球菌は検出されなかった。 

床：一般細菌数（cfu/cm2）が 1.7x102～3.6x102検

出された。大腸菌群・大腸菌（cfu/cm2）について

もわずか（5.0x10-2～2.1x100）に検出された。黄色

ブドウ球菌は検出されなかった。 

枝肉洗浄ブラシ：一般細菌数が 6.3x102cfu/cm2検

出されたがその他の指標細菌は検出されなかった。 

枝肉洗浄水（湧き水）：使用前においても、一般

細菌数が 3.2x102cfu/ml 検出されたが、その他の

指標細菌は検出されなかった。使用後では、一般

細菌数が 7.2x104cfu/ml と高度に検出された。大

腸菌群・大腸菌については、使用前には検出され

なかったが、使用後、大腸菌が 2.5x100 cfu/ml、

大腸菌群が 5.4x102 と高度に検出された。黄色ブ

ドウ球菌は検出されなかった。 

 

施設 Y（猪） 

と体・枝肉：と体洗浄前で一般細菌数（cfu/cm2）

が 2.6x102～1.8x104と高度に検出された。剥皮以

降も、3.7x100～8.0x102 と比較的高度に検出され

た。大腸菌群・大腸菌（cfu/cm2）もわずか（0～

2.4x101）に検出された。黄色ブドウ球菌（cfu/cm2）

も、わずか（0～1.6x102）に検出された。 

作業者手指：一般細菌数（cfu/片手）が 1.9x103

～2.0x105と高度に検出された。大腸菌群・大腸菌

は 0～2.0x104 cfu/片手検出され、特に解体後にお
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いて高度に検出された。黄色ブドウ球菌は 5.0x101

～9.3 x104 cfu/片手検出された。 

後蹄：一般細菌数が 4.4 x105 cfu/蹄と高度に検

出された。大腸菌群は 4.7x102cfu/蹄、大腸菌は

3.9x102 cfu/蹄）、黄色ブドウ球菌は 1.8x105cfu/

蹄検出された。 

銃創：洗浄前では、一般細菌数が 1.1x103 cfu/cm2

～3.6x103、大腸菌群・大腸菌についてもわずか（そ

れぞれ 2.0x101、8.5x10-1cfu/cm2）に検出された。

黄色ブドウ球菌は 7.4x101cfu/cm2検出された。剥

皮後は、いずれも大きく低減したが、一般細菌数

が 1.0x101 cfu/cm2～3.6x103、大腸菌群・大腸菌は

いずれも 3.5x10-1cfu/cm2に検出された。黄色ブド

ウ球菌は 4.0x10-1cfu/cm2検出された。 

床・作業台：一般細菌数（cfu/cm2）が 3.3x100～

58.7x101検出された。大腸菌群・大腸菌（cfu/cm2）

についてもわずか（0～2.5x10-1）に検出された。

黄色ブドウ球菌は検出されなかった。 

枝肉洗浄水：使用前においても、一般細菌数が

6.5x101cfu/ml検出されたが、その他の指標細菌

は検出されなかった。使用後では、一般細菌数が

3.6x106cfu/mlと高度に検出された。大腸菌群・

大腸菌については、大腸菌が 1.6x103 cfu/ml、大

腸菌群が 2.2x103と高度に検出された。黄色ブド

ウ球菌も 1.3x102 cfu/ml 検出された。 

 

3）野生鳥獣熟成肉の衛生評価 

3)-1 わが国の野生鳥獣処理施設で生産された

鹿熟成肉及び鹿非熟成肉における衛生指標細菌数

の計測と食中毒起因細菌の分離状況 

各施設で処理された枝肉の熟成前後における一

般細菌数の中央値(以下全て「熟成前」、「熟成後」

の順で示す。単位は cfu/g) それぞれ、施設 a で

3.3×10²、1.7×10³、施設 b で 6.7×10¹、7.4×10

¹、施設 Cで 3.8×10³、8.3×10⁶であった。施設 C

の熟成後の値は、施設 a、b の同値に比べ有意（ｐ
<0.05）に高値であった。 

大腸菌群の中央値は（以下全て熟成前、熟成後

の順で示す。単位は cfu/g）は、施設 a で 1.0×10

⁰、3.0×10⁻¹、施設 bでいずれも 0、施設 cで 1.8

×10¹、1.8×10⁰であった。 

大腸菌の中央値（以下全て熟成前、熟成後で示

す。単位は cfu/g）は、施設 a で 8.0×10⁻¹、0、

施設 B ではいずれも 0、施設 c で 1.5×10⁰、0 で

あった。施設 a、cの熟成後の値は、施設 bに比べ

有意（p<0.05）に減少していた。 

黄色ブドウ球菌はいずれの検体からも検出され

なかった。 

施設 aで処理された熟成前 1検体(9.1%)から

Listeria spp.が 3株分離された。3株の分離株

はいずれも、L. welshimeri (65.7%）もしくは 

L. innocua （34.1%）と同定された。その他いず

れの検体からも、検討した食中毒起因細菌は分離

されなかった。 

 

3)-2 わが国で市販されていた鹿熟成肉及び鹿

非熟成肉における衛生指標細菌数の計測と食中毒

起因細菌の分離状況 

一般細菌数(単位は cfu/g)は、鹿熟成肉では 0～

<2.5x105、鹿非熟成肉では、0 ～7.4x105 であり、

鹿熟成肉と鹿非熟成肉の一般細菌数に有意差は認

められなかった。鹿熟成肉では施設 A の検体

（5.2x103~<2.5x105）が施設 B ,Cの検体（0~2.8x102）

に比べ有意(p<0.05) に高値を示した。鹿非熟成肉

では施設 F の検体（7.4x101~7.4x105）が施設

D ,E ,G ,H ,I ,J の検体（0~4.6x103）と比べ有意 

(p<0.05) に高値を示した。 

大腸菌群数(単位は cfu/g)は鹿熟成肉では 0 ～

3.5x102、鹿非熟成肉では、0 ～6.1x104であり、鹿

熟成肉と鹿非熟成肉の大腸菌群数に有意差は認め

られなかった。鹿熟成肉では施設 A の検体

（0~3.5x102）が施設 B ,C の検体（施設 C の 1 検

体からのみ 2.0*100 CFU/g）と比べ有意 (p<0.05) 
に高値を示し、鹿非熟成肉では施設 Fの検体（0～

6.1x104）が施設 D ,E ,G ,H ,I ,J の検体

（0~3.4x102）と比べ有意 (p<0.05) に高値を示し

た。 

大腸菌数(単位は cfu/g)は鹿熟成肉では 0 ～

1.5x102、鹿非熟成肉では、0 ～2.1x104であり、鹿

熟成肉と鹿非熟成肉の大腸菌数に有意差は認めら

れなかった。鹿熟成肉では施設 A の検体

（0~1.5x102）のみから検出され、施設 B ,C の検

体（すべて 0）と比べ有意 (p<0.05) に高値を示

した。鹿非熟成肉では大腸菌は施設 F ,G ,J から

0~2.1x104検出され、施設 D ,E ,H ,I からは検出

されなかった。施設 F の検体（0~2.1x104）が施設

D ,E ,G ,H ,I ,J の検体（0~6.0x100）と比べ有意 

(p<0.05) に高値を示した。 

黄色ブドウ球菌はいずれの検体からも検出され

なかった。 

全ての熟鹿成肉検体において、検討したいずれ

の食中毒起因細菌も分離されなかった。 

一方、鹿非熟成肉の 3検体から non-O157 STEC

が 3株分離された。これらの菌株について stx遺
伝子（stx1、stx2）を標的とした PCR を実施した

ところ、1株から stx1、stx2 両遺伝子が検出さ

れたのに対し、2株からは stx2 遺伝子のみが検

出された。 

13 検体から Listeria属菌 が 36株 分離さ

れ、このうち 4検体から分離された 12株は

Listeria spp.、9検体から分離された 24株は L. 
monocytogenesと同定された。 



10 

 

O157 STEC、S. aureus、Salmonella 属菌は全

ての検体において陰性だった。 

 

⑥ 食品製造や調理段階における食品リスクの軽

減に関する研究 

1 施設由来のアナグマ食肉製品からサルモネラ

が検出されたほか、高い腸内細菌科菌群数が検出

されたアナグマ食肉製品では phylogroup B2 に属

する非定型腸管病原性大腸菌（aEPEC）の汚染を受

けている実態を把握した。また、ジビエ生ハム製

造に関する調査を開始し、塩蔵工程では温度及び

塩分濃度の管理等が微生物制御に重要であること

を示す知見を得た。このほか、カモ盲腸便からカ

ンピロバクター及び aEPEC が検出され、同食肉製

品における当該病原細菌探索を開始した。 

 

Ｄ．考察 

① 野生鳥獣が保有する病原体（ウイルス）の汚染

状況に関する研究 

1）野外調査：  

イノシシの血清中から数％の確率でウイルス遺

伝子が検出されている。血液にウイルスが存在し

ており、血液により全身の筋肉にウイルスが存在

していることを意味している。狩猟者および取扱

者は血液および筋肉の取り扱いの際に注意するこ

とが必要である。 

糞便中からも E 型肝炎ウイルスが 5％程度検出

されていることから、解体時における腸内容物の

汚染も注意すべきことが明らかとなってきた。 

2）SFTSV に関しては、対馬と千葉県で感染率が上

がっていることを明らかにすることができた。こ

れらの地域では SFTS のリスクが高まっていると

考えている。抗体保有率に比べて、これまでイノ

シシ・シカ 1000頭近くの血清からウイルス遺伝子

の解析を行ったが、イノシシ・シカともに非常に

遺伝子保有率が低いことが明らかとなった。イノ

シシ・シカの血液を関した感染および食肉を介し

た感染のリスクは低い可能性が示されている。し

かし、糞便からのウイルスの汚染には注意する必

要がある。 

3）今回の結果では日本国内での野生動物で

SARS-CoV-2の感染は 2021 年採取シカ 1頭

（0.26％）のみで感染が広がってはいなかった。

しかし調査地域が限定的であったこと、またヒト

との接触率がわからないことからヒトとの接触が

ある地域について調査が必要であると考えられ

る。 

 

② 野生鳥獣が保有する食中毒細菌の汚染状況と

薬剤耐性に関する研究 

1) 黄色ブドウ球菌によるリスクについて 

黄色ブドウ球菌の分離率がイノシシ糞便よりシ

カ糞便から高率であることは昨年度と同様の傾向

であった。この結果は、イノシシよりシカの方が、

黄色ブドウ球菌の保菌率が高いことを強く示唆し

ている。昨年度の分離菌株の遺伝子型の傾向から、

他の家畜同様、野生獣には独自の黄色ブドウ球菌

クローンが存在する可能性が考えられた。本年度

の分離菌株を加えた 53 株の ST 型に基づく最小ス

パニングツリー法による系統解析の結果、53株中

39 株（73.6%）が CC121 から分岐した新たな集団

に含まれることが明らかとなった。すなわち、本

研究により、この集団に属する黄色ブドウ球菌が

シカやイノシシなどの野生鳥獣における優占クロ

ーンであることが明らかとなった。また、この優

占クローン属する ST1250、ST6238、ST8074、ST8077、

ST8078、ST8080の黄色ブドウ球菌株はシカ糞便及

び食肉検体の両者から分離された。このことから、

処理工程における流通食肉への糞便汚染が疑われ

た。表 1 に示す通り、処理施設ごとに黄色ブドウ

球菌の分離率が異なり、特に施設 E では特に高い

分離率であった。これらの施設で処理された食肉

における一般細菌数及び大腸菌群数は高値であり、

また大腸菌も検出されており、高い分離率との相

関性も糞便汚染を強く支持していると考えられる。 

食中毒の原因毒素であるエンテロトキシン遺伝

子を保有する株は 17 株分離された。その内の 16

株は egc 関連の新型エンテロトキシンに分類され

る SE遺伝子のみ（sei, sem, sen, seo, selu）を

保有していた。これら egc 関連の SEは一般的に菌

からの産生量が少なく、また嘔吐活性も弱いとさ

れており、食中毒事例の原因毒素となることが古

典的エンテロトキシンと比較して少ないことが知

られている。すなわち、これらの分離菌株を原因

とするに食中毒発生のリスクは低いと推測される。

しかし、1株のみ（SA22D108 株）egc関連 SE遺伝

子に加えて古典的 SE である SEC 及び SEH 遺伝子

を保有していた（sec, seh, sei, sel, sem, sen, 
seo, selu）。本菌株の培養上清中における SEC及

び SEH 産生量は、過去に報告された食中毒事例由

来株の産生量と同程度であり（Suzuki et al., J 

appl Microbiol. 118:1507-1520, 2015.; Sato’o 

et al. Appl Environ Microbiol. 81:7782-7790, 

2015.）、この菌株による食中毒リスクは存在する

と考えられる。 

薬剤耐性遺伝子は、SA22D108株並びに ST4278に

属する全 9 株において、blaZ 単独もしくは blaZ
と aph(3’)-laを検出した。ST4278 に属する 9株

は、同一の施設（施設 E）で処理された食肉検体由

来であったことから、施設内汚染の可能性が考え

れるため、薬剤耐性黄色ブドウ球菌が野生鳥獣の

環境に拡散しているとは言い難い。また、昨年度
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から継続して MRSA は一株も分離されなかったこ

とからも、ヒトの臨床現場で大きな問題になって

いる等の薬剤耐性黄色ブドウ球菌が野生鳥獣の環

境にはまだ拡散していないことを示唆している。 

 

2) 薬剤耐性菌によるリスクについて 

昨年度から継続して CRE の分離を試みたが、本

年度も CRE は分離されなかった。ヒトの臨床現場

で大きな問題になっている CRE が野生鳥獣の環境

にはまだ拡散していないことを示唆している。 

5 株の CTX 耐性の腸内細菌目細菌がシカ糞便か

ら分離された。昨年度はシカ糞便よりイノシシ糞

便から高率に分離されたが、本年度はイノシシ糞

便全 43検体から分離されなかった。本年度分離を

試みたイノシシ糞便は大分・宮崎の 2 県のみから

採取したものであり、地域性に偏りが生じたため

分離されなかった可能性があると考えられる。 

分離菌株の内 4株は Escherichia coli、1株は

Enterobacter cloacae であった。いずれの菌株も

少なくとも 1 種類の β ラクタマーゼ遺伝子を保

有し、Escherichia coliでは昨年度の分離菌株で

も多く検出された blaCTX-M-15、blaCTX-M-55は本年度の

分離菌株も保有していた。これら 2つの遺伝子は、

世界各地の様々な野生鳥獣からの分離例が報告さ

れており、世界中に広く拡散しているタイプの耐

性遺伝子であることが考えられる。一方、

Enterobacter cloacaeであった CL22D99株は AmpC

型βラクタマーゼである blaACT-16を保有していた。

AmpC過剰産生菌はカルバペネムの MICを上昇する

ことが知られており、薬剤感受性試験においてイ

ミペネムに中間を示した結果と一致すると考えら

れる。また、本年度も genotype と薬剤耐性遺伝子

の保有、あるいは分離地域の間に明確な関連性は

見出されなかった。 

 

3）野生動物のコクシエラ科、リケッチア科、ア

ナプラズマ科細菌の保有状況に関する研究 

本研究の対象細菌は、培養が困難であるために

分離試験がほとんど行われていない細菌である。

リケッチア症の診断には抗体検査が行われるが、

コクシエラは感染の有無にかかわらず抗体保有者

がいること、アナプラズマは菌種や株により抗原

性に大きな差があることから普及していない。

PCR 検査が一般に普及したため、現在では急性期

の材料からの遺伝子検出が診断にも用いられてい

る。野生動物やマダニにおけるこれら細菌遺伝子

の検出状況だけに注目すると、これらの動物を扱

う人々は大きな危険を伴って作業しているように

考えられる。しかし、実際には病原性細菌の他

に、病原性の低いあるいは無い近縁種が多く存在

し、これらが同時に検出されることを理解する必

要があることが示された。 

ヤクシカが高率にアナプラズマを保有している

ことが明らかになった。これは他の地域のシカと

比較しても高い結果である。過去に本研究室で同

じ方法で調査した九州・四国地域のシカでは陽性

率は 27.9％（12/43頭）であり、他の報告と大き

な差はなかった。また、ヤクシカが保有するアナ

プラズマは同一の遺伝子配列が多く、１菌種また

は１株がヤクシカ（屋久島）において伝播してい

ることが推測される。病理組織学的には共通する

所見はなかったため、ヤクシカに対する病原性は

低く、不顕性に感染が維持されているのかもしれ

ない。しかし、この Anaplasma capra の病原性に

ついては明確に示されていないため、今後、人と

動物の両方への影響を明らかにする必要がある。

海外では家畜や野生動物だけでなく人からも検出

されているが、病因となっているか不明瞭であ

る。屋久島は世界遺産登録されており、ヤクシカ

は保護区域と人居住地を行き来していることか

ら、環境保全と人への健康危害対策の両方から重

要な課題である。 

ニホンザルからは、対象細菌はほとんど検出さ

れなかった。ニホンザルを採材した地域は、日本

紅斑熱とつつが虫病の患者報告が多い地域である

ことから、興味深い結果である。 

血液からマダニ共生菌と 100％一致する配列が

検出されたアナグマは、脾臓からは細菌遺伝子は

検出されなかった。これらのアナグマ個体に吸着

していたマダニを得られなかったため確認できな

かったが、吸血中のマダニから注入されたマダニ

共生菌が一時的に血液中に存在したと考えた。人

においても診断目的の PCR で非病原性リケッチア

が検出され、検査精度が問題視されたり、新興感

染症と捉えられたりすることがある。人でマダニ

刺咬と身体状態が悪いことが重なった場合に日和

見感染のようにマダニ共生菌が一時的に体内に存

在する状態になる可能性を示唆する結果である。 

コクシエラ科細菌は病原性のある C. burnetiiは
検出されなかったが、技術的な問題ではないと考

えている。今回用いた PCR は、C. burnetiiの com1
と 16S rRNA 遺伝子の両方が増幅できることを複

数の株を用いて確認している。com1 は検出されず

16S rRNA遺伝子のみ検出されるという海外の野外

調査もあることから、おそらく本研究と同様にマ

ダニ共生 Coxiella spp.の存在が Q 熱の分布疫学

を難しくしていると考えている。 

 

③野生鳥獣が保有する病原体（寄生虫）の汚染状

況に関する研究 

１）「野生鳥獣肉の衛生管理に関する指針（ガイド
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ライン）について」（食安発 1114第 1号・2014年

11 月 14 日）において指示された「中心部の温度

を75℃以上で 1分間以上加熱する」という条件で、

旋毛虫による食中毒を予防できるかを、昨年度に

実験して証明した。ただし 75℃で 1分間の加熱を

施すと、豚肉ブロックの中心部分が、65℃（以上）

の温度で 20分間、加熱されることが分かった。こ

のため、65℃で 15分間の加熱は、75℃で 1分間の

加熱と同等に、旋毛虫の殺滅に有効と規定されて

いるが、実際に 65℃で 15 分間だけの加熱で、旋

毛虫の幼虫が完全に殺滅されるのかは、改めて検

証する必要があるとの考えに至った。これが今回

の検討を行った理由である。 

そこで調理の現場を想定した実験系を用いて、

肉の中心温度を 65℃で 15 分間加熱した。その結

果、筋肉内の旋毛虫 T9の幼虫は殺滅され、この条

件での加熱により、感染予防できると確認された。 

本検討の結果、「野生鳥獣肉の衛生管理に関する

指針（ガイドライン）について」（食安発 1114 第

1 号・2014 年 11 月 14 日）で指導する「中心部の

温度を 75℃以上で 1分間以上加熱する」という条

件だけでなく、同等の加熱条件でも、旋毛虫によ

る食中毒の予防は確実になることが示された。 

２）今回の検討の結果、北海道のヒグマにおける

旋毛虫の寄生率は決して高くなかった（236 頭の

うち 6頭が感染、寄生率は 2.5%）。しかも 2000年

～2006 年に北海道のヒグマが調査された時の寄

生率である 3.2％（126頭のうち 4頭が感染、Kanai

ら、2007）より低かった。北海道での旋毛虫の生

活環維持には、共食い（死体腐肉の摂食）習慣が

あるエゾアカギツネが、最も貢献すると想定され

るが、その寄生率は 13.8％で（319匹のうち 44匹

が陽性、Kanaiら、2007）、今回はこの値より相当

低い値に留まった。この結果から、最近 4 年間に

ヒグマの肉喫食が原因と確定、あるいは推定され

た 3 件の集団感染事例が発生した理由として、ヒ

グマにおける旋毛虫寄生率が上昇からと言えない

と考えられた。むしろクマ肉喫食の機会が増加し

ていることが集団事例発生の主因と推定された。   

今回の調査では、北海道だけでなく、岩手県の

ツキノワグマからも旋毛虫の幼虫が検出された。

従って行政としては、クマ肉喫食による旋毛虫感

染の危険性を、より積極的に啓発する必要がある

と思われた。 

 なお集団感染事例は、いずれも食中毒として行

政が把握し、その内容が食中毒統計に収載されて

いた。潜在的な感染事例（食中毒として届出がな

い感染事例）の有無をレセプト解析により検索し

た。しかしレセプト解析で検出された事例は、何

れも食中毒統計に収載されていた。旋毛虫食中毒

は集団感染となることから、食中毒として確実に

届出されるものと思われた。 

 クマに加えて、秋田県ではイノシシ 10頭の舌も

検索対象として提供された。同様の方法で旋毛虫

感染の有無を検索したが、イノシシはいずれも陰

性であった（秋田県はツキノワグマも総て陰性）。 

 

④異常個体の病理学的検索とカラーアトラスの充

実 

複数の野生鳥獣関連機関に提供を依頼したが、

提供される疾患・病変の種類は限られており、公

衆衛生上、特に注意すべき危険な疾患検体は入手

できなかった。しかしながら、遭遇する頻度は低

いものの、取り扱いに十分注意すべき、公衆衛生

上リスクの高い疾患はカラーアトラスに掲載され

るべきで、識別・摘発できるようにしておく必要

がある。そこで、今回、牛や豚の病変（写真）を

代用した。 

安心・安全で高品質の野生鳥獣由来食肉の生産

には、的確に危害因子を排除する知識と技術が必

要で、そのポイントを確実に習得できるように

と、カラーアトラスを作成した。今後は、使用者

からの意見を聴取しながら、改良して、より使い

やすく、理解しやすいアトラス作成を目指す。 

 

⑤処理施設における解体処理工程での微生物汚染

防止に関する研究 

1）わが国の野生鳥獣肉処理施設で処理された枝

肉の衛生評価 

 本研究で対象とした施設で実施されている処

理方法のうち、「剥皮」と「内臓摘出」の作業

順、剥皮時の設備（のせ台、あるいは懸吊）、な

らびに剥皮方法（ウィンチ、手剥ぎ、猪では湯漬

け）の違いに着目し、鹿、および猪枝肉の汚染指

標細菌数を比較することにより、各工程の作業順

や方法が枝肉の衛生状況に与える影響について検

討した。これに加え、本年度は特に、屋外で処理

することについて、その枝肉の衛生状態に与える

影響を検討するため、一連の作業工程を屋外で実

施した検体、ならびに大日本猟友会から協力を頂

き、同会会員が解体処理した枝肉から拭き取り検

査を行い、各種汚染指標細菌数を比較した。 

作業順別： 

剥皮と内臓摘出の作業順では、ガイドラインで

指示されている「剥皮」→「内臓摘出」の順番

と、「内臓摘出」→「剥皮」の順番でそれぞれ処

理された枝肉について、細菌汚染状況を比較し

た。 

鹿：「剥皮」→「内臓摘出」の順で処理された

枝肉からは、「内臓摘出」→「剥皮」の順で処理

された枝肉に比べ、有意に高い一般細菌数の値を

示した。さらに屋外で内臓摘出した検体は、屋内
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で内臓摘出した検体（胸部）に比べ有意に高値を

示した。 

猪：「剥皮」→「内臓摘出」の順で処理された

枝肉からは、「内臓摘出」→「剥皮」の順で処理

された枝肉に比べ、有意に高い一般細菌数の値を

示した。 

以上のことから、剥皮を先に行うことで、作業

者が剥皮後の枝肉に、汚染した手指で直接、ある

いは間接的に接触する機会が多くなったためであ

ると考えられた。また、屋外での内臓摘出は汚染

する作業工程において機会が多いものと考えられ

た。剥皮後に枝肉と接触することにより細菌に汚

染する可能性について、改めて作業者に啓蒙する

必要がある。 

 

剥皮施設別： 

鹿：「猟友会」、「のせ台」、「懸吊」の順に中央

値が高い値を示した。 

猪：「のせ台」、「猟友会」、「懸吊」の順に中央

値が高い値を示した。 

以上のことから、「のせ台」を使用して剥皮す

る場合には、「懸吊」して剥皮を行う場合に比

べ、より高頻度に作業中に汚染した手指や表皮な

どを介して枝肉に細菌が汚染する可能性が考えら

れた。懸吊装置の導入を推進する必要がある。あ

るいは、「のせ台」で剥皮をする際には、より一

層細菌汚染を回避するように意識して作業するよ

う、指導する必要があると考えられた。 

 

剥皮方法別： 

鹿：「猟友会」が高値を示し、「ウィンチ」「手

剥ぎ」間に有意差は認められなかった。 

猪：いずれも有意差は認められなかった。 

特に鹿では、「ウィンチ」を用いた場合には、

剥皮の際に、表皮に汚染した土壌や細菌が舞い散

る可能性が考えられ、表皮や土壌由来の細菌に汚

染した可能性が考えられる。また、「屋外」で

「手剥ぎ」で処理された検体は、施設内で「ウィ

ンチ」や「手剥ぎ」で処理された検体より、より

多くの一般細菌に汚染されていたことから、剥皮

は屋内で実施すべきであることが確認された。 

 

2）屋外で実施された解体処理工程で採取した

拭き取り検体の衛生指標細菌数 

施設 X、鹿： 

 表皮のついたと体を洗浄することにより、一

般細菌が減少することが確認されたが、一般細菌

数の減少は特に肛門周囲部において限定的である

ことが確認された。また、枝肉、ブロック肉にお

ける各種衛生指標細菌数は、およそ家畜（牛、

豚）の全国中央値とほぼ同様の値となり、特別問

題のある作業ではないものと考えられた。 

細菌汚染源となる可能性のあるものとして、作

業者手指、ナイフ、蹄について検討した。いずれ

もと体洗浄、剥皮、内臓摘出、枝肉洗浄等の作業

により、一般細菌数のみならず、大腸菌・大腸菌

群・大腸菌の汚染も確認され、各作業工程間の洗

浄、消毒の重要性が確認された。 

銃創、止め刺し口についても、特に一般細菌が

検出され、開放創からの細菌汚染に注意を払う必

要がある。 

今回の作業において、腸内容物による枝肉の汚

染が確認されたことから、当該箇所の拭き取りを

実施したところ、一般細菌数、大腸菌群・大腸菌

がわずかながら検出された。腸内容の漏出を防ぐ

ため、結紮、ビニル袋をかぶせる、等対策する必

要がある。 

当該施設では、湧き水を使って枝肉を洗浄して

いた。当該水からは、一般細菌数が検出された。

当該水は解体後のブロック肉を冷却するために使

用されたが、その使用後では多くの一般細菌数、

大腸菌群数、大腸菌数が検出され、交差汚染の可

能性が考えられる。ブロック肉の扱いにおいて、

交差汚染を避けるため、一つの桶等にブロック肉

を保管することは避けるべきであると考えられ

た。 

施設 Y、猪： 

  施設 Xの鹿と同様に、表皮のついたと体は

高度に細菌に汚染されているものの、その洗浄に

より一般細菌は減少するものの、依然として多く

の一般細菌が検出された。一方、最終的な枝肉は

家畜（牛、豚）の全国中央値とほぼ同様の値とな

った。しかしながら、大腸菌群・大腸菌が低値な

がら検出されたことから、特に糞便汚染が生じた

ものと考えられた。 

細菌汚染源となる可能性があるものとして作業

者手指が特に問題であった。内臓摘出後におい

て、一般細菌数、大腸菌、大腸菌群、黄色ブドウ

球菌が高度に検出された。また、同施設では懸吊

せず、のせ台を使って剥皮をしていたことから、

作業中に、作業者手指から肉を汚染している可能

性が考えられた。一方、本件対では、銃創は湯剥

ぎ後において、各種衛生指標細菌の減少は顕著で

あった。 

 

3）野生鳥獣熟成肉の衛生評価 

3)-1 わが国の野生鳥獣処理施設で生産された

鹿熟成肉及び鹿非熟成肉における衛生指標細菌数

の計測と食中毒起因細菌の分離状況 

本研究で検討した鹿検体は、熟成により一般細

菌は増加する傾向を示した。特に、施設 c では熟
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成後、一般細菌数が有意（p<0.05）に増加し、中

央値はそれぞれ熟成前で 3.8×10³CFU/g、熟成後

で 8.3×10⁶CFU/g と 10³倍以上増加した。本施設

では、発酵菌（Thamnidium）をあらかじめ枝肉に

付着させた後、ドライエイジング法で熟成させて

いた。本法により、熟成に用いるカビを安定的に

増殖させ、熟成期間やトリミングの手間を抑え、

腐敗菌によるコンタミネーションのリスク防止や

品質の変動の改善を目的としている。しかし、本

研究は、特に施設 c で処理された枝肉は、熟成に

より一般細菌数が有意に増加したことから、不適

切なエイジングシートの使用や保管管理によって、

枝肉を細菌によって汚染するリスクがあると考え

られた。また、施設 a、bにおいても熟成後、一般

細菌数が増加する傾向が認められた。本研究で対

象とした施設では、いずれにおいても低温（1～3℃）

で熟成処理をしていたことから、一般細菌数のう

ち、低温細菌が増殖していた可能性が考えられた。 

本研究では、熟成により、大腸菌・大腸菌群数

が低下する傾向が認められた。施設 b においては

熟成前後共に全く検出されず、施設 a、cでは大腸

菌数が有意（p<0.05）に減少した。さらに、熟成

後の検体からは、検討した全ての病原細菌は分離

されなかった。特に施設 a では、熟成前の検体か

ら L. welshimeri もしくは L. innocua が分離さ

れたものの、熟成後の同一検体では検出されなか

った。Ryu らも同様に、12 日、30 日、70 日、160

日間それぞれドライエイジング法により熟成した

牛肉から、いずれも Bacillus cereus、S. aureus、
L. monocytogenes、E. coli などの食中毒起因細

菌は検出されなかったことを報告している。他に

も、ドライエイジングビーフを対象とした研究で

は、熟成は枝肉中の STEC O157 および一般的な E. 
coli を低下させることが報告されている。一般的

に、屠殺後の嫌気的条件では解糖により乳酸を生

成し、肉の pH は 5.5~5.0 にまで低下するが、そ

の後熟成により pH は上昇し始める。Salmonella、
STEC O157、および L. monocytogenes の病原性株

の混合物を牛肉の表面に接種し、42 日間熟成させ

た研究では、Salmonella および STEC O157株の数

は、大幅に減少（それぞれ-0.07～-0.14 log 10 

cfu/日および-0.09～-0.14 log 10 cfu/日）した

ものの、L. monocytogenes は、Salmonellaや STEC 
O157 に比べてより遅く減少し、長期間生存するこ

とが報告されている。この報告では、熟成前は、8 

検体中 7 検体においては pH 5.34～5.68 であっ

たものが、熟成 42 日後では pH 5.60～5.99と上昇

しており、Salmonellaおよび STEC O157 の減少と

関与していると考えられている。本研究で対象と

したいずれの施設においても、低温（1～3℃）で

ドライエイジングを実施していることから、熟成

により pHの上昇、水分活性の低下、さらには乳酸

菌の増殖による抗菌活性が産生されたことにより、

混入した可能性のある病原性細菌、および大腸菌

群や大腸菌の増殖や生存を抑制したと考えられた。 

熟成後の検体からは、検討した全ての病原細菌

は分離されなかった。東京都健康安全研究センタ

ーが行った、「いわゆるドライエイジングビーフの

衛生学的実態調査」では、都内の 5 施設で自家製

造された熟成後のトリミング部位及びトリミング

後表面の牛肉から L. monocytogenes や S. aureus 
等の食中毒起因細菌が検出されている。今後、わ

が国において製造された熟成肉の衛生評価を継続

して行う必要がある。 

本研究では、検討した食中毒起因細菌のうち、

施設 Aの熟成前の検体から、L. welshmeri もし

くは L. innocua が分離された。いずれの菌種

も、食中毒起因細菌である L. monocytogenes と

比べ肉類や乳製品だけでなく、野菜や果物などか

ら幅広く分離されており、ヒトへの病原性はない

ものと考えられている。同菌は熟成前の検体から

分離されたことから、熟成によって増殖したもの

ではなく、食肉処理工程において、当該枝肉を汚

染したものと考えられた。 

 

3)-2 わが国で市販されていた鹿熟成肉及び鹿

非熟成肉における衛生指標細菌数の計測と食中毒

起因細菌の分離状況 

本研究で検討した鹿熟成肉と鹿非熟成肉の衛生

指標細菌数を比較した結果、一般細菌数は両者に

有意差は認められなかった。しかしながら本研究

では、鹿熟成肉を製造する施設 B ,C において

0~2.8x102 CFU/g と一般細菌数が極めて低値を示

したことから、熟成により必ずしも一般細菌数が

増殖するわけではなく、熟成の条件や肉の取り扱

いによって、検出される一般細菌数が左右される

可能性が示唆された。 

一方、大腸菌・大腸菌群数においてもまた、

鹿熟成肉と鹿非熟成肉に有意差は認められなかっ

たことから、今回対象とした施設において実施さ

れている熟成方法は、特に糞便由来細菌を減少さ

せる効果は限定的である可能性がある。2021 年

の韓国のドライエイジングビーフを対象とした研

究では、真菌が熟成に重要な役割を果たし、熟成

により大腸菌群の増殖を抑制すると報告されてい

る。本研究では特に、施設 B ,C で製造された鹿

熟成肉は大腸菌数・大腸菌群数ともにほとんど検

出されなかったことから、当該施設で実施されて

いる熟成法により大腸菌数・大腸菌群が減少した

可能性が考えられる。 

熟成を行なっている施設では、施設 Aで、熟成

を行なっていない施設では、施設 Fでそれぞれ販
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売された検体は、一般細菌数、ならびに大腸菌・

大腸菌群数において、いずれもそれぞれ他の鹿熟

成肉、および鹿非熟成肉を販売する施設に比べ

て、有意に高値を示したことから、特に施設 Aお

よび Fにおいては、他の施設に比べ、高度に細菌

汚染していることが示唆された。施設 Aでは熟成

前に枝肉に種菌（菌種、菌量等は非公表）を塗布

してから 1〜3ヶ月と長期間に亘って熟成を行っ

ていることから、熟成期間中に種菌が増殖したこ

とにより、一般細菌数が高値を示した可能性が考

えられた。さらに、同施設で製造された鹿熟成肉

は、大腸菌群・大腸菌数も高値を示したことか

ら、当該施設における動物の捕獲、と殺、解体処

理、食肉加工処理、もしくは枝肉の保存時におい

て、枝肉への糞便汚染が発生したものと考えられ

た。さらに、これらの糞便汚染指標細菌は、熟成

後の検体から検出されたことから、当該施設で実

施している上記熟成方法では、腸内細菌の抑制効

果は限定的である可能性が考えられた。腸内細菌

には、大腸菌や Salmonella など、多くの食中毒

起因細菌が含まれる可能性がある。今後、当該施

設におけると殺、解体処理、食肉加工処理方法を

検証し、衛生的な取扱が実施されているかどう

か、改めて検証する必要がある。一方、施設 Fに

おいては、熟成を行っていない施設であることか

ら、当該施設における動物の捕獲、と殺、解体処

理、食肉加工処理、もしくは、枝肉の保存などの

一連の製造過程のいずれかにおいて、糞便や土壌

などから細菌に汚染した可能性がある。 

本研究では、食中毒起因細菌として、non-O157 

STEC ならびに L. monocytogenesがいずれも鹿非

熟成肉から分離された。non-O157 STECは、2020

年にわが国で捕獲された鹿の糞便の 16.7％と、

特に高率に分離されたことを報告している。本研

究で non-O157 STEC が分離された鹿非熟成肉の

生産段階において、枝肉が non-O157 STEC を含む

糞便に汚染された可能性がある。 

本研究では、L. monocytogenesが９検体から

と最も多く分離された。特に、本菌は施設 Gで販

売された鹿非熟成肉の 60％から分離された。本

菌は低温細菌であるため、本菌に汚染したのち

に、冷蔵庫内で保存されている間に増殖した可能

性が考えられた。今後、当該施設 G において、枝

肉を保存している冷蔵庫内における本菌の汚染状

況について検討する必要がある。また、L. 
monocytogenesは平成 29年度の「いわゆるドラ

イエイジングビーフの衛生学的実態調査」におい

てもドライエイジングビーフのトリミング部位及

びトリミング後表面から検出したと報告されてい

る。特に牛肉のドライエイジングにおいては、一

定の条件下において Salmonella属菌と大腸菌を

減少させる一方、L. monocytogenes は増殖した

と報告されている。また、フィンランドでは銃に

より狩猟されたオジロジカの 5%とヘラジカの 5%

の枝肉表面から L. monocytogenes が検出された

と報告されている。以上のことから、鹿非熟成肉

や、鹿熟成肉については、特に L. 
monocytogenesにより汚染される可能性があるこ

と、さらに低温条件下で熟成する場合には、熟成

中に低温細菌である同菌が増殖する可能性がある

ことを、生産者や消費者に対して啓蒙する必要が

ある。また、本研究で分離した L. 
monocytogenes株の病原性を評価し、潜在的なヒ

トへの感染源となる可能性を検討する必要があ

る。 

一方、本研究で検討した鹿熟成肉からは、いず

れの食中毒起因細菌も分離されなかった。熟成肉

においては、Lactobacillus 属菌や

Enterococcus 属菌の働きによって肉の pHが低下

したことによって病原性細菌の増殖を抑制する効

果があると報告されている。このことから、本研

究で対象とした熟成肉においても、熟成期間中に

混入した乳酸菌が増殖することによって肉の pH

が低下し、食中毒起因細菌の増殖が抑制されてい

る可能性がある。しかしながら前述の通り、施設

Aのように、熟成をおこなっているにもかかわら

ず大腸菌群数・大腸菌が多く検出された施設が認

められたため、熟成の条件によっては、その病原

細菌に対する抑制効果は限定的となると考えられ

た。 

 

⑥食品製造や調理段階における食品リスクの軽減

に関する研究 

アナグマ食肉の危害要因として aEPEC 及びサル

モネラ属菌が新たに見出されたことは、腸内細菌

科菌群検査が当該食肉の加工調理段階等での微生

物リスク管理に有用な検証手法であることを提起

するものであり、衛生管理のための手引書等へ活

用することにより、事業者への普及啓発に資する

と考えられる。また、ジビエ生ハム製造工程にお

ける微生物挙動に関する知見は、加工工程におい

て留意すべき管理要件の例示へと繋がることが期

待される。 

 

Ｅ．結論 

①野生鳥獣が保有する病原体（ウイルス）の汚染

状況に関する研究 

1）HEV疫学調査は、シカの HEV感染が非常にま

れな出来事であることが再確認された。イノシ

シ、特に子豚は HEV 感染のリスクが高いが、他の

野生動物は HEV感染のリスクが低いことが示唆さ

れた。 
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2）野生獣の解体の際に、血液からの感染のリス

クはかなり低いと考えられた。しかし、SFTSVは

静岡県や千葉県といった新たな流行地域が報告さ

れ、流行地域の拡大が問題視されている。日本国

内における SFTSV の正確な分布域を把握には今後

も継続的な全国規模の疫学調査が必要である。 

3）国外で野生動物でのヒトから SARS-CoV-2の感

染が報告されたが、日本国内の 2020 年 2021 年に

採取された野生動物の血清学調査では SARS-CoV-

2 の抗体陽性はほぼ０％であった。しかし多くの

動物で SARS-CoV-2の感染報告があり、国内でも

ヒトと近い地域に生息する野生動物のいることか

ら引き続き調査を行いたい。 

 

② 野生鳥獣が保有する食中毒細菌の汚染状況と

薬剤耐性に関する研究 

1）昨年度同様、黄色ブドウ球菌の分離率がイノシ

シ糞便よりシカ糞便から高率であることから、イ

ノシシよりシカの方が、黄色ブドウ球菌の保菌率

が高いことを強く示唆している。 

2）本研究により、CC121から分岐した新たなクロ

ーン集団に属する黄色ブドウ球菌がシカやイノシ

シなどの野生鳥獣における優占クローンであるこ

とが明らかとなった。 

3) 上記の野生動物優占クローンに属する黄色ブ

ドウ球菌株は糞便及び食肉検体の両者から分離さ

れたことから、処理工程における流通食肉への糞

便汚染が疑われた。 

4) 食肉検体由来の分離菌株について、処理施設ご

とに分離率が異なり、特に施設 E では特に高い分

離率であった。これらの施設で処理された食肉に

おける一般細菌数及び大腸菌群数は高値であり、

また大腸菌も検出されており、高い分離率との相

関性も糞便汚染を強く支持していると考えられる。 

5) 分離菌株のエンテロトキシン遺伝子保有状況

に着目すると現時点での分離菌株の多くは、egc

関連の新型エンテロトキシンのみ保有しており、

このような菌株による食中毒発生のリスクは低い

と推測される。しかし本年度は、過去に報告され

た食中毒事例由来株と同程度の SEC を産生する株

も分離されたため、継続的なモニタリングが必要

である。 

6)本年度も CREは分離されなかったことから、野

生鳥獣の環境にはまだ拡散していないことが示唆

された。また、セフェム系薬剤耐性腸内細菌目細

菌のβラクタマーゼ遺伝子の保有状況に着目する

と、昨年度同様、主に環境中に広く分布している

bla が検出された。現時点では、野生獣が保有する

株を原因とする薬剤耐性菌感染症の発生リスクは

低いと予測されるが、カルバペネムの効きづらい

AmpC 過剰産生菌が 1株分離されるなど、野生鳥獣

環境でも徐々に耐性化の進行や広域スペクトルの

耐性遺伝子の広がりが懸念される結果と考えられ

るため、今後も継続的なモニタリングが必要であ

る。 

 

③野生鳥獣が保有する病原体（寄生虫）の汚染状

況に関する研究 

わが国で発生したクマ肉喫食による旋毛虫食中

毒の病因物質 Trichinella T9 を、調理の現場を

想定した実験系を用いて 65℃で 15分間加熱した

ところ、マウスへの感染性が完全に消失すること

が検証された。 

令和 2年度から、北海道および北東北の 3県（青

森県、秋田県及び岩手県）で捕獲されたクマの舌

検体を検査し、旋毛虫幼虫の寄生状況を 4 年間、

継続して調査した。その結果、北海道で捕獲され

た 236 頭のクマ（ヒグマ）のうち 6 頭から、また

北東北で捕獲された 117頭のクマ（ツキノワグマ）

のうち 1 頭（岩手県）から、旋毛虫の幼虫が検出

された。いずれも遺伝子検査の結果から、日本固

有種の Trichinella T9と同定された。秋田県で捕

獲されたイノシシ 10頭は、いずれも旋毛虫陰性で

あった。  

なお遺伝子検査は、冷凍保存した検体を用いて

概ね一括して実施したことから、令和 4 年度の成

績だけでなく、4年間の成績を総括して、ここに報

告した。 

 

④異常個体の病理学的検索とカラーアトラスの充

実 

安心・安全なジビエ肉の流通を目指してカラー

アトラスを作成した。 

 

⑤処理施設における解体処理工程での微生物汚染

防止に関する研究 

1）屋外で剥皮、内臓摘出を行った枝肉では、比

較的高度に一般細菌数が検出された。 

2）「剥皮」→「内臓摘出」の順で処理された枝肉

からは、「内臓摘出」→「剥皮」の順で処理され

た枝肉に比べ、有意に高い一般細菌数の値を示し

た。 

3）「のせ台」は、「懸吊」より高度に一般細菌数

が検出された。 

4）「ウィンチ」「手剥ぎ」間に有意差は認められ

なかった。 

5）作業工程中のナイフ、作業者手指は枝肉への

汚染源となる可能性が確認された。 

6）熟成肉では、一般細菌数が増加するものの、

大腸菌群・大腸菌は低下する傾向がある。 
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7）わが国でインターネットにて市販されている

野生鹿肉は、概ね細菌汚染は低値であったが、一

部の施設で販売されていたものにおいて、極めて

高度に細菌汚染をしているものも確認された。 

 

⑥食品製造や調理段階における食品リスクの軽減

に関する研究 

１） アナグマ食肉製品では phylogroup B2 に

属する非定型腸管病原性大腸菌（aEPEC）の

汚染を受けている実態を把握した。 

２） ジビエ生ハム製造の塩蔵工程では温度及

び塩分濃度の管理等が微生物制御に重要であ

ることを示す知見を得た。 

３） カモ盲腸便からカンピロバクター及び

aEPEC された。 

 

Ｆ．健康危機情報 

なし 
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物種間比較」第 4回 SFTS 研究会、山口大学及

び Web、2022 年 9 月 10日 

21. 松鵜 彩、土井寛大、越田雄史、石嶋慧多、立

本完吾、吉田彩子、羽山伸一、前田 健「対馬

の動物における重症熱性血小板減少症候群

（SFTS）ウイルス特異的抗体保有状況調査」 

22. 井上雄介、小林大介、松田麻未、加来義浩、石

嶋慧多、黒田雄大、立本完吾、 Milagros 
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Virhuez Mendoza、原田倫子、西野綾乃、下田 

宙、伊澤晴彦、鈴木亮介、前田 健「単回感染

性粒子を用いた新規フラビウイルスの血清学

的調査への試み」第 22 回 人と動物の共通感

染症研究会学術集会、オンライン、2022年 10

月 29 日 

 

３．講演会 

1. 髙井 伸二「野生鳥獣肉の衛生管理：食中毒

を予防するには」野生鳥獣処理活用技術者研

修会（広島県会場）2022年 9月 13日、向原生

涯学習センターみらい（広島） 

2. 髙井 伸二「野生鳥獣由来食肉の安全性の確

保とリスク管理」野生鳥獣処理活用技術者研

修会（北海道会場）2022 年 10月 17日、新冠

町レ・コード館シアタールーム（北海道） 

3. 髙井 伸二「野生鳥獣の感染症：狩猟者・処理

者・消費者の感染防止」野生鳥獣処理活用技

術者研修会（宮崎県会場）2022年 11月 7日、

上米良公民館（宮崎） 

4. 髙井 伸二「野生鳥獣由来食肉の安全性の確

保とリスク管理止」野生鳥獣処理活用技術者

研修会（長野県会場）2022 年 12月 8日、長野

市生涯学習センター（長野） 

5. 髙井 伸二「衛生管理及び疾病」令和４年度

ジビエハンター研修会（試行）2022 年 10月 3

日、10月 8日、11月 19日、2023年 2月 18日

（計 4回）オンライン開催 

6. 髙井 伸二「安全安心にお肉を堪能するため

に ー畜産物とジビエの違いー」特別セミナー

伯方島 2023 2023 年 2 月 19 日、オンライン

開催壁谷英則、野生獣肉利用における衛生管

理の留意点、令和 4年 11月 17日（木）、奈良

県橿原市・大和平野土地改良区、約 50名、奈

良県畜産協会 

7. 壁谷英則、「ジビエにおける食品衛生上の問題

点－寄生虫汚染を中心に－」野生鳥獣におけ

る病原細菌保有状況、令和 5年 2月 4日（土）、

東京大学・弥生講堂、日本獣医学会・市民公開

講座 

8. Ken Maeda “Coronavirus infection in 

animals” The 3rd Joint Meeting of 

Veterinary Science in East Asia, May 2nd, 

2023 13:45-14:15 in National Pingtung 

University of Science and Technology, 

Pingtung, Taiwan 

9. Ken Maeda”Recent Occurrence of Zoonosis 

in Japan” Joint symposium: Infectious 

Disease Control and One Health Approach. 

The 16th China-Japan-Korea Forum for 

Communicable Disease Control and 

Prevention (WEB) December 8, 2022 9:20-

18:00 

10. 前田 健「マダニが媒介する重症熱性血小板

減少症候群(SFTS)」日本医師会・日本獣医師

会・厚生労働省による連携シンポジウム

「COVID-19 時代をペットとともに乗り切る

－COVID-19 だけじゃない人と動物の感染症

－」令和 4年 11月 13日 13:00-15:30 

11. 前 田  健 「 Emerging Tick-Borne Viral 

Infectious Diseases In Asia 」 Special 

symposium Part II“One Health Approach 

from Asia <Zoonosis and One 

Health>”November 11, 2022 

12. 前田 健「動物由来感染症をもっと知ってく

ださい」第 21 回分子予防環境医学研究会大会

特別シンポジウム「人獣共通感染症」2022 年

2月 8日（金） 13：00～17:00（オンライン開

催） 

13. 前田 健「コロナウイルスの起源を考える」

第 5 回鹿児島大学感染症制御のためのシンポ

ジウム 令和 4 年 1 月 28 日（金）16：00～

18:00（Zoom 開催） 

14. 前田 健「新型コロナウイルスの reverse 

zoonosisと伴侶動物のコロナウイルス」令和

3 年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会シ

ンポジウム「人と動物のコロナウイルス感染

症」〔企画：公益社団法人日本獣医学会 微生

物分科会〕 

15. 前田 健「動物由来感染症を考える：One 

Health アプローチの重要性」東京理科大学-

国立感染症研究所第 4回感染症勉強会 2023年

3月 8日 18:00- Zoom 

16. 前田 健「動物由来感染症の蔓延：One Health

アプローチの重要性」第 6 回獣医微生物学フ

ォーラム特別講演 2023 年 3 月 4 日東京大学

中島薫一郎記念ホール 

17. 前田 健「マダニ媒介感染症：東北でも注意！」

山形県公衆衛生学会特別講演 令和 5 年 3 月

1日（金）13:10-14:30 山形県立保健医療大

学 

18. 前田 健「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）

の現状について」滋賀県獣医師会令和 4 年度

人獣共通感染症研修会令和 5年 2月 1日（水）

14:10-15:00 ボストンプラザ草津 6階 

19. 前田 健「マダニ媒介感染症 SFTSの感染拡大」

神戸大学大学院医学研究科メディカルトラン

スフォーメーション研究セ ンター令和 5年 2

月 10 日（金）10:25-11:55 淡路夢舞台国際会

議場 

20. 前田 健「動物と楽しく暮らすために知って

おきたい動物由来感染症」感染症市民公開講



21 

 

座 知らなかった感染症の「へぇー、そうな

んだ！」2023/1/10（火）18:30〜20:00 Zoom 

Webinarによるオンライン 

21. 前田 健「新型コロナウイルスの変異と病原

性」日本バイオセーフティ学会 第 21 回総

会・学術集会特別講演 1 我が国における新

型コロナ感染症対策Ⅰ戸山サンライズ（東京

都新宿区）令和 4 年 12月 6日 15:15～16:00 

22. 前田 健「感染症対策における One Healthア

プローチの重要性」第 69 回日本ウイルス学会

学術集会教育セミナー2（共催：アドテック株

式会社）令和 4年 11月 14日 12:40-13:40 

23. 前田 健「動物由来感染症の情報と気を付け

るべき対応」ペストコントロールフォーラム 

東京都ペストコントロール協会と武蔵野市の

共同開催 2022年 9月 WEB 開催 

24. 前田 健「新興感染症の現状とその発生要因：

One Health approachの重要性」日本バイオ

セーフティ学会 設立 20周年記念講演 令和 4

年 9月 9日（金）11時から 14時ホテル プリ

ンセスガーデン 

25. 前田 健「人と動物の共通感染症」ワンヘル

ス サマーセミナー飯田高原ボスコ: 2022年

8月 27日（土）15～16時 

26. Ken Maeda“One Health Approach” The 4th 

international summer course on 

sustainability of tropical animal 

production. 8th July, 2022 11:00-

12:00(JP) (WEB) 

27. 前田 健「SFTS の発生から 10年と今後の課

題」衛生微生物技術協議会第 42回研究会 令

和 4 年 6 月 30 日（木）15:10-16:10（質疑応

答含む） 

28. 前田 健「日本・アジアにおける動物由来感

染症の広がり（経緯や現状の概観）とワンヘ

ルスの観点からの対策・研究にあたっての課

題や留意点」第 3 回 IDE ワンヘルス研究会 

2022 年 6 月 17 日（金）15～18 時アジア経済

研究所 C21 会議室＋Zoom オンライン 

29. 前田 健「One Health の時代:基礎研究の蓄

積と多分野連携へ」第 9 回筑波大学・東京理

科大学合同リトリート2022 年5月29日（日） 

13：00～18:00 東京理科大学 生命医科学研

究所 2 階大講義室ハイブリッド開催（オンラ

イン開催） 

30. Ken Maeda “Back to its roots: JEV in 

people and animals in Japan” Japanese 

Encephalitis Virus – International One 

Health perspectives – 21 April, 3:00-4:30 

pm AEDT, 2022 

31. 前 田  健 「 人 獣 共 通 感 染 症 」 FETP 

Introductory Course 2022 2022/04/26会場 

感染研(飯田橋オフィス) 

32. 前田 健「SFTS から One Health について考

える」令和 3 年度高知県公衆衛生獣医師協議

会研修会、総合あんしんセンター2 回保健所

大会議室、令和 4 年 4月 16日（土）14：00～

16：30（質疑応答含む） 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

なし 

 

２．実用新案登録 

  なし 

 
３．その他 

  なし

 

  


